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３ たかつきエコオフィスプラン 
 

(1) たかつきエコオフィスプランの概要 

本市では地球環境問題へ対応するため、『地球温暖化対策の推進に関する法律』に基づき、平成

１２年に「たかつきエコオフィスプラン」を策定し、一事業者・一消費者として省エネルギー、省

資源など環境に配慮した事業活動の取組を始めました。 

令和２年度に見直しを行った「たかつきエコオフィスプラン（令和３年度～令和１２年度）」で

は、エネルギー起源1の二酸化炭素・メタン・一酸化二窒素・ハイドロフルオロカーボン類を削減

対象の温室効果ガスとし、これの排出量を「２０３０（令和１２）年度までに２０１３（平成２５）

年度比で、４０％削減する」ことを目標に掲げて取組を進め、令和３年度に目標を達成しました。

そのため、更なる高みを目指して、令和５年３月に「２０３０（令和１２）年度までに２０１３（平

成２５）年度比で、５１％削減する」ことを新たな目標に掲げ、取組を進めています。 

 
(2) ２０２３（令和５）年度の実績 
２０２３年度における市の事務事業における温室効果ガス排出量は、２６，６２２ｔ－ＣＯ２と、

基準年度（２０１３（平成２５）年度）比で３１．４％の削減、前年度比で５．９％の増加となり

ました。 

図３－１ 温室効果ガス排出量2 

温室効果ガス排出量が増加した主な要因は、市有施設全体に供給される電力の約２/３を占める

電力会社の排出係数が上がったことが考えられます。一方で、本市の高圧電力契約施設のうち約９

０施設においては、地球環境への配慮を目的に、再生可能エネルギーを含む電力を調達するなど、

温室効果ガスの削減に取り組んでいるところです。引き続き、環境に配慮した電力の調達に努めま

す。 

個別の取組における目標値及び２０２３（令和５）年度の達成状況は次のとおりです。 

                                            
1 燃料の燃焼や、供給された電気や熱の使用に伴って排出される温室効果ガス。 
2 ２０２４（令和６）年度より、環境に配慮した電力を調達した結果を反映させるため、電力由来の温室効果ガス排出

量については、調整後排出係数※を用いて算定することとしたため、過年度の値に修正が生じています。 

※再生可能エネルギーの利用や排出量削減策の導入などにより削減される、より正確な排出量を反映するために使用さ

れる。 
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ア 施設の低炭素化 

目標 令和５年度達成状況 

施設のエネルギー使用量を２０１９年

度比で毎年１％ずつ削減する。 ○ 

エネルギー使用量は４７４，７２７ＧＪで、

基準年度比で９．９％削減しました。 

目標目安：５０５，９５９ＧＪ 

 
図３－２ 施設のエネルギー使用量3 

 

市の施設のエネルギー使用量は、目標目安を３１，２３２ＧＪ（６．２％）下回りました。こ

の背景には、職員の省エネ意識の向上や市役所本館のＥＳＣＯ事業による電気・ガス使用量の削

減が大きく影響しています。引き続き、空調設備の運転管理の適正化や省エネルギー設備の導入

などの取組を継続し、施設の省エネルギー化を図ります。 

 
 

                                            
3 ２０２３（令和５）年４月の「エネルギーの使用の合理化及び非化石エネルギーへの転換等に関する法律」の改正に

より、電力の１次エネルギー換算係数は、新たに８．６４ＭＪ／ｋＷｈの値を使用するよう示されたが、「図３－２ 施

設のエネルギー使用量」においては、エネルギー使用量の経年変化を比較するため、改正前と同じ９．７６ＭＪ／ｋＷ

ｈを用いて算出。 
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表３－１ 令和５年度取組実績一覧表 
取組項目 目標 令和５年度達成状況 

ア 施設の低炭素化 施設のエネルギー使用量を2019年度比

で毎年1%ずつ削減する。 ○ 

エネルギー使用量 

：474,724GJ 

目標目安：505,959GJ 

イ 公用車の低炭素化 (ｱ) 【自動車運送事業以外の部局】 

公用車の燃費（総走行距離÷燃料

使用量）を2019年度比で毎年1%

ずつ改善する。 

× 

燃費 

 ：5.99km/L 

目標目安：6.82km/L 

(ｲ) 【自動車運送事業】 

市営バス等の燃費を2015～2019年

度平均燃費以上とする。 
× 

燃費 

 ：2.34km/L 

目標値：2.48km/L 

ウ 省資源 (ｱ) 【市長部局等】 

紙購入量を2015～2019年度平均枚

数以下とする。 
○ 

紙購入量 

：20,404千枚 

目標値：23,151千枚以下 

(ｲ) 【学校園】 

紙購入量を2015～2019年度平均枚

数以下とする。 
○ 

紙購入量 

：39,038千枚 

目標値：52,821千枚以下 

エ 廃棄物量の抑制 (ｱ) 【焼却ごみ量】 

焼却ごみ量を2019年度比で毎年

1%ずつ削減する。 
○ 

市の施設より発生する 

焼却ごみ量 

 ：766トン 

目標目安：975トン以下 

(ｲ) 【リサイクル率】 

リサイクル率（紙･ビン･缶･ペット

ボトル等のリサイクル量÷総廃棄

物量×100）を2015～2019年度の

平均以上とする。 

○ 

リサイクル率 

：25.6% 

目標値：24%以上 

オ グリーン調達 グリーン調達方針に基づき、グリーン

調達を実施する ○ 

グリーン調達実施率 

 ：91.0% 

目標値：備品を90%以上 

 

 
 
 

 






















































































